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要旨 

 

過去半年間の COVID-19 に関連したロックダウン、ステイホーム命令、社会的孤立が、高リ

スクのアルコール使用の変化と関連しているかどうかを調べるため、2020年 4月から 9月ま

での 6 つの時点のいずれかで、合計 5,931人に AUDIT を実施した。6カ月の間で、ロックダ

ウン中の人は、制限を受けていない人に比べて、有害なアルコール使用と依存の可能性が月

ごとに増加した。このような有害なアルコール使用および関連行動の増加は、世界がパンデ

ミックの危機から立ち直ろうとする中で、心理社会的、対人関係、職業的、健康的な悪影響

を長期に渡って及ぼす可能性が高い。 

 


